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中間とりまとめ 骨子（案）

はじめに

○有識者会議の設立の背景

○検討経緯

第１章 今後の治水対策の方向性

○財政逼迫と社会環境の変化

（河川や流域の特性等に応じた投資のあり方、予算制度のあり方等

を含む）

○治水目標と河川整備の進め方

○超過洪水対策のあり方

（自助、共助による洪水被害軽減のあり方（危機意識の向上、情報

伝達・避難体制の充実等を含む））

○流域と一体となった治水対策のあり方

（貯留浸透対策、土地利用、保険、堤防強化等のあり方等を含む）

○既設の施設の有効活用と機能の向上

第２章 個別ダム検証の理念

○検証の背景

（ダムが果たしてきた役割と課題 等）

○検証に当たっての基本条件

・治水対策案は、河川整備計画における目標と同程度の治水安全

度を確保することを基本として立案

・河川や流域の特性や重要度等を考慮した治水対策の立案や評価

・幅広い治水対策案の立案が重要

（河川を中心とした対策のみならず流域における対策を含め幅

広い方策を組み合わせて検討）

・現時点を出発点として検討

・時間的・財政的な制約等を加味した評価軸で治水対策案を比較

・目標とする安全度を満たすことを条件にコストを最も重視した

評価

・定期的な検証

・関係者等の意見聴取
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・評価する際には、目標を上回る洪水や局地的豪雨が発生する場

合の状態を明らかにするよう検討

第３章 個別ダム検証の進め方

○検証を検討する主体

○検証の検討手順

・検証対象ダム事業等の点検

・複数の治水対策案の立案

・概略評価による治水対策案の抽出

・治水対策案の評価軸毎の評価

・総合的な評価

○情報公開、意見聴取等の進め方

○検討結果の報告等

第４章 検証対象ダム事業の点検

○必要に応じ総事業費・堆砂計画・工期や過去の洪水実績など計画

の前提となっているデータ等について点検

第５章 複数の治水対策案の立案

○河川整備計画における目標と同程度の安全度を確保することを

基本とした治水対策案の立案

○ダム案とダム以外の案の立案

○様々な方策を組み合わせた各治水対策案の立案

○様々な治水対策の方策とその内容

第６章 概略評価による治水対策案の抽出

○「評価軸」の中で、明らかに不適当と考えられるものがある治水

対策案を除く

○類似する治水対策案がある場合は、それらの中で比較し最も妥当

と考えられるものを抽出する

第７章 評価軸

○治水対策案の様々な評価軸による検討

○現状（又は河川整備計画策定時点）における施設の整備状況や事
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業の進捗状況等を原点とした検討

○様々な評価軸とその内容

第８章 利水の観点からの検討

○利水の観点からの検討の考え方

○利水代替案とその内容

○利水に関する評価軸とその内容

第９章 総合的な評価の考え方

○定性的な評価しかできない評価軸の扱いを含めた総合的な評価

の考え方


